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1.  平成23年7月期第3四半期の連結業績（平成22年8月1日～平成23年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年7月期第3四半期 2,631 △22.5 △2 ― 4 △98.6 △17 ―

22年7月期第3四半期 3,396 △6.8 314 7.3 300 3.8 159 138.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年7月期第3四半期 △167.21 ―

22年7月期第3四半期 1,603.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年7月期第3四半期 8,031 3,974 46.3 35,389.99
22年7月期 7,707 4,169 50.7 36,569.23

（参考） 自己資本   23年7月期第3四半期  3,715百万円 22年7月期  3,905百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年7月期 ― 700.00 ― 500.00 1,200.00
23年7月期 ― 500.00 ―

23年7月期 
（予想）

500.00 1,000.00

3.  平成23年7月期の連結業績予想（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,154 5.5 767 32.0 754 33.0 328 10.0 3,044.37



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不安定な要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年7月期3Q 107,740株 22年7月期  107,740株

② 期末自己株式数 23年7月期3Q  2,754株 22年7月期  942株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年7月期3Q 105,649株 22年7月期3Q  99,170株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調を見せ始めていたなかで発生し

た東日本大震災及び福島第一原発の事故による被災地における直接的な被害や、消費低迷による甚大な

経済的損失に加え、復興のための財政負担の増加懸念等により、先行きに対する不透明感が高まってお

ります。 

当社グループが支援する医療機関におきましては、医師・看護師等の人材不足や、患者の選択意識の

高まりにより、引き続き厳しい経営状況が継続しております。また、医薬品業界におきましては、大型

医薬品の特許切れの問題をはじめ、世界的な新薬承認の厳格化、新薬創出シーズの枯渇化、後発医薬品

使用促進等の医療費抑制策等により、引き続き厳しい事業環境が続いております。 

このような環境のなか、当社グループが主要事業とするＳＭＯ（治験施設支援機関）業界におきまし

ては、効率性や品質の向上がますます求められるなか、症例数を確保できる優良な施設と提携し、質の

高いサービスを提供できるＣＲＣ（治験コーディネーター）を有する大手のＳＭＯが製薬会社に選択さ

れる傾向が強まり、業界内の淘汰・再編が加速しております。 

当社グループは、このような状況に対応するため、平成23年２月より受託業務のプロジェクト管理を

行う新基幹システムを稼働させ、業務工程の徹底管理を通じて業務の効率化を図る体制を構築いたしま

した。 

また、平成23年３月には企業理念を改定するとともに、ＳＭＯ専業から「綜合医療サービス支援企

業」への発展を目指す長期ビジョンを制定いたしました。また、この長期ビジョンの実現を確実なもの

とするために、当連結会計年度を初年度とする中期経営計画“SOGO New Success Plan 2015”をス

タートさせました。本中期経営計画では、連結売上高100億円企業への発展、ＳＭＯ業界のリーディン

グカンパニーとして市場シェア15％獲得、医療現場支援をメインとする新規事業の立上げ等を経営目標

として掲げ、それぞれの目標達成を目指し、様々なプロジェクトを始動いたしました。 

当第３四半期連結累計期間におきましては、上期より終了がずれ込んでいた試験や収益性の高い試験

が、下期に入り終了したため、第２四半期連結累計期間までの利益面での計画の遅れを回復してきてお

ります。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,631百万円（前年同四半期比22.5％減）、営業損

失２百万円（前年同四半期は314百万円の営業利益）、経常利益４百万円（前年同四半期比98.6％減）

となり、四半期純損失17百万円（前年同四半期は159百万円の四半期純利益）となりました。 

  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて357百万円増加し、5,914百万円となりました。これは、現金

及び預金が219百万、受取手形及び売掛金が133百万円減少したものの、仕掛品が602百万円、繰延税金

資産が50百万円増加したこと等によります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて33百万円減少し、2,116百万円となりました。これはその他

無形固定資産が59百万円増加したものの、のれんの償却が75百万円あったこと等によります。 

 この結果、総資産合計は、前連結会計年度末に比べて323百万円増加し、8,031百万円となりました。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて543百万円増加し、3,931百万円となりました。これは、未払

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(資産)  

(負債)
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法人税等が133百万円減少したものの、前受金が614百万円、受注損失引当金が76百万円それぞれ増加し

たこと等によります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて24百万円減少し、125百万円となりました。これは、長期借

入金が22万円減少したこと等によります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて518百万円増加し、4,056百万円となりました。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて194百万円減少し、3,974百万円となりました。これは、利

益剰余金が123百万円減少し、自己株式が69百万円増加したこと等によります。 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、前連結会計年

度末に比べ119百万円減の1,909百万円となりました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、73百万円の収入（前第３四半期連結累計期間 79百万円の支

出）となりました。これは、資金減少要因として、たな卸資産の増加額600百万円、法人税等の支払額

307百万円があったものの、資金増加要因として、前受金の増加額614百万円、減価償却費等の非資金項

目264百万円、売上債権の減少額133百万円があったことが主な要因であります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、5百万円の収入（前第３四半期連結累計期間 183百万円の支

出）となりました。これは、資金減少要因として、無形固定資産の取得による支出額101百万円があっ

たものの、定期預金の払戻による収入額100百万円、有形固定資産の売却による収入額9百万円があった

ことが主な要因であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、197百万円の支出（前第３四半期連結累計期間 386百万円の

支出）となりました。これは自己株式の取得による支出額69百万円、配当金の支払額102百万円、長期

借入金の返済額23百万円が主な要因であります。 

  

当社グループはＳＭＯ事業を主な事業としておりますが、当該事業においては１年を超える期間の試

験が多く、売上計上方法については完成基準を採用しております。 

当連結会計年度の業績予想作成にあたり、期間中に終了する試験の時期を見積もった結果、第４四半

期連結会計期間の売上高の計上比重が高くなることを想定しております。 

当第３四半期連結累計期間における売上高は、ほぼ計画どおりに推移しており、上期の原価率上昇に

より生じた利益面での計画の遅れを回復してきております。また、第４四半期連結会計期間において、

収益性の高い大型試験の終了が多数予定されていることや、子会社統合による販管費削減効果が継続し

て見込まれること等から、現時点においては、平成22年９月９日付「平成22年７月期決算短信」にて発

表の通期業績予想に変更はありません。 

(純資産)

(キャッシュ・フローの状況の分析)

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。これによる損益への影響はありません。 

  

企業結合等が第１四半期連結会計期間に行われたことに伴い、第１四半期連結会計期間より、「企

業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用

しております。 

  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内

閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損

失」の科目で表示しております。 

 前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「雑損失」に含めて表示しておりました「自己

株式取得費用」は営業外費用の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分

掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間の営業外費用の「雑損失」に含まれる「自己株

式取得費用」は165千円であります。 

 前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資

産除却損」は特別損失の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記し

ております。なお、前第３四半期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除却

損」は1,208千円であります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①簡便な会計処理

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計処理基準に関する事項の変更

(資産除去債務に関する会計基準の適用)

(企業結合に関する会計基準等の適用)

②表示方法の変更

(四半期連結損益計算書)
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,922,245 2,141,275

受取手形及び売掛金 464,043 597,081

商品 － 2,060

仕掛品 3,103,335 2,500,686

繰延税金資産 173,140 122,758

その他 254,318 195,534

貸倒引当金 △2,522 △2,391

流動資産合計 5,914,561 5,557,006

固定資産   

有形固定資産   

建物 132,183 132,583

減価償却累計額 △71,285 △63,848

建物（純額） 60,898 68,735

その他 207,105 234,980

減価償却累計額 △176,499 △194,719

その他（純額） 30,605 40,260

有形固定資産合計 91,503 108,996

無形固定資産   

のれん 1,573,096 1,648,947

その他 153,047 93,309

無形固定資産合計 1,726,143 1,742,256

投資その他の資産   

投資有価証券 107,600 102,350

繰延税金資産 8,327 12,476

その他 189,418 190,501

貸倒引当金 △6,000 △6,000

投資その他の資産合計 299,345 299,327

固定資産合計 2,116,993 2,150,580

資産合計 8,031,554 7,707,586
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 24,583 7,586

短期借入金 17,542 18,848

未払法人税等 24,812 157,986

前受金 3,177,004 2,562,146

賞与引当金 148,786 78,492

受注損失引当金 178,129 101,185

その他 361,090 462,489

流動負債合計 3,931,949 3,388,734

固定負債   

長期借入金 108,189 130,366

その他 16,812 19,384

固定負債合計 125,001 149,751

負債合計 4,056,950 3,538,486

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,364,517 1,364,517

資本剰余金 1,658,366 1,658,366

利益剰余金 802,458 926,016

自己株式 △110,333 △40,710

株主資本合計 3,715,008 3,908,189

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 445 △2,669

評価・換算差額等合計 445 △2,669

新株予約権 3,483 －

少数株主持分 255,666 263,579

純資産合計 3,974,603 4,169,100

負債純資産合計 8,031,554 7,707,586
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年４月30日) 

売上高 3,396,245 2,631,021

売上原価 2,007,338 1,655,523

売上総利益 1,388,906 975,498

販売費及び一般管理費 1,074,103 977,725

営業利益又は営業損失（△） 314,803 △2,227

営業外収益   

受取利息 1,747 934

受取配当金 － 4,800

還付加算金 1,966 728

未払配当金除斥益 1,196 804

雑収入 1,079 930

営業外収益合計 5,990 8,198

営業外費用   

支払利息 3,099 1,021

自己株式取得費用 － 410

支払手数料 16,428 －

雑損失 893 247

営業外費用合計 20,421 1,678

経常利益 300,371 4,291

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,057 －

投資有価証券売却益 － 286

新株予約権戻入益 27,602 －

その他 365 －

特別利益合計 30,024 286

特別損失   

固定資産売却損 － 9

固定資産除却損 － 6,774

事務所移転費用 34,630 －

その他 2,337 －

特別損失合計 36,968 6,784

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

293,428 △2,205

法人税、住民税及び事業税 79,064 69,918

過年度法人税等 8,320 －

法人税等調整額 42,313 △48,368

法人税等合計 129,697 21,549

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △23,755

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4,715 △6,089

四半期純利益又は四半期純損失（△） 159,015 △17,665
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

293,428 △2,205

減価償却費 58,017 40,827

のれん償却額 75,850 75,850

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,457 131

賞与引当金の増減額（△は減少） 64,819 70,293

受注損失引当金の増減額（△は減少） 31,092 76,943

受取利息及び受取配当金 △1,747 △5,734

支払利息 3,099 1,021

新株予約権戻入益 △27,602 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △286

有形固定資産売却損益（△は益） － 9

固定資産除却損 1,208 6,774

売上債権の増減額（△は増加） △223,801 133,037

たな卸資産の増減額（△は増加） △377,812 △600,309

仕入債務の増減額（△は減少） 7,361 16,997

未収消費税等の増減額（△は増加） 5,971 △20,895

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,267 △37,263

前受金の増減額（△は減少） 151,347 614,858

その他 △62,004 △62,359

小計 △39,496 307,689

利息及び配当金の受取額 1,661 5,636

利息の支払額 △2,383 △1,021

リース解約損の支払額 △773 △991

法人税等の支払額 △166,941 △307,969

法人税等の還付額 128,695 70,331

営業活動によるキャッシュ・フロー △79,239 73,675

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △47,139 △3,145

有形固定資産の売却による収入 － 9,837

無形固定資産の取得による支出 △36,017 △101,810

投資有価証券の売却による収入 2,000 287

投資有価証券の取得による支出 △96,750 －

貸付けによる支出 － △1,257

敷金及び保証金の回収による収入 86,936 1,238

敷金及び保証金の差入による支出 △92,144 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △183,115 5,134
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年４月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 －

長期借入金の返済による支出 △42,331 △23,483

自己株式の取得による支出 △314,115 △69,623

自己株式の処分による収入 448,400 －

配当金の支払額 △165,133 △102,910

少数株主への配当金の支払額 △13,429 △1,824

財務活動によるキャッシュ・フロー △386,609 △197,840

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △648,964 △119,030

現金及び現金同等物の期首残高 2,587,212 2,028,890

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,938,247 1,909,860

㈱綜合臨床ホールディングス（2399）平成23年７月期 第３四半期決算短信

9



該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年８月１日 至 平成23年４月30日） 

当社グループの報告セグメントは、「ＳＭＯ事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏し

いため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（追加情報）

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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